
２００６年 第５回ＪＭＲＣ中部ダートトライアル専門部会会議議事録

〈開催日時〉  ２００６年１０月２９日（日）13:00ＰＭ～4:30ＰＭ

〈開催場所〉  愛知県小牧市 小牧勤労センター 中会議室

〈出 席 者〉 ＪＭＲＣ中部ダ－トトライアル専門部会

　　　　　　　2006年ＪＡＦ中部地方選手権戦オーガナイザー

　　　　　　　東海、北陸シリーズ事務局

〈議題〉

１　各シリーズ報告

２　スーパー１５００について

３　２００７年ＪＭＲＣ中部ダートトライアル選手権規定の再検討について

４　２００７年ＪＡＦ中部地域クラブ協議会共通規則（ダートトライアル）の見直しについて

５　２００６年ＪＭＲＣオールスター、西日本フェスティバルについて

６　その他

〈配布資料〉

○　２００６年ＪＡＦ、ＪＭＲＣ中部ダートトライアル選手権シリーズポイント表

○　ＪＭＲＣ中部ダートトライアル選手権競技会報告書（第７、８戦）

○　２００６中部ダートトライアル東海シリーズポイント表

○　２００６中部ダートトライアル北陸シリーズポイント表

○　中部地区ダートトライアル競技会データ

○　スーパー１５００車両規定（Ｓ１５００車両）（案）

○　ＪＡＦ中部ダートトライアル選手権認定クラス提案（Ｓ１５００）

○　２００７年ＪＭＲＣ中部選手権戦開催申し合わせ事項（案）

○　２００７年ＪＭＲＣ中部ダートトライアル選手権規定（案）

○　２００７年ＪＡＦ中部地域クラブ協議会ジムカーナ／ダートトライアル共通規則(案)

〈議　　事〉

１　各シリーズ報告

(1)　ＪＭＲＣ中部選手権（ＪＡＦ地方選手権）オーガナイザー会議

第７戦、第８戦(最終戦)の報告が行われた。(平均１００台)

全戦で選手１９８名が参加

再車検者の表彰の有無について、対応の統一についての意見があった。

(2)  ２００７年ＪＭＲＣ中部選手権戦開催申し合わせ事項の確認

　　ア　Ｓ１５００はＪＡＦ選手権として認められることになるため、ＳＡ車両として取り扱う。

ただし、車両規定はスーパー１５００車両規定に準ずることとした。

イ　表彰および賞典について、ＪＡＦメダルは参加台数の２５％（最高３位まで）を目安と

した。また、Ｓ１５００も与える対象とした。

ウ　コース図は、受付開始前に審査委員会の承認を得ることとした。

エ　競技会報告書の送付について、レディースの成績表は必要ないため、削除した。

 (2)　東海シリーズ

第５戦(最終戦)終了（平均５４台）



(3)　北陸シリーズ

第６戦(最終戦)終了（平均４３台）

　　　シリーズ表彰：１２月１０日　金沢

２　スーパー１５００について

(1)　ＪＡＦ国内車両規則における気筒容積別クラスは、２００７年から変更可能となるため、

排気量 1500ccで区切ることは、ＪＡＦ選手権として認められることとなる。（スピード行事

部会で審議）

　　（副部会長より提案）

現行のＳ１５００クラスはＮ車両であるが、ＪＡＦ公認・登録車両でないのが現状である。

ＪＡＦ選手権はＳＡ車両として、当面取り扱いたい旨の提案が副部会長よりあった。

２００７年において、選手権オーガナイザーの同意を得て、選手権申請を進めることとな

った。（ただし、車両規定はスーパー１５００車両規定に準ずる）

(2)  スーパー１５００車両規定（ダートトライアル）

     ２００７年の車両の参加制限を５年から７年に変更して緩和することとなった。

３　２００７年ＪＭＲＣ中部ダートトライアル選手権規定の再検討について

(1)　池の平シリーズ（クローズド格式）を２００８年からＪＭＲＣミドル選手権シリーズとし

て、運用したい旨の提案が副部会長よりあった。

(2)  現状の池の平シリーズが、入門レベルの競技会になっているため、将来、ライセンスを取得

して、参加する選手を増やすような対応を選手権規定に盛り込むこととなった。

（11月運営委員会に提出・審議）

ア　競技会の格式において、ミドル選手権にクローズド格式を追加した。

イ　得点基準において、ミドル選手権は、独自の得点を与えることを可能とした。

ウ　ＪＭＲＣ中部選手権順位の抹消において、クローズド格式のミドル選手権の場合、当該

シリーズ最終戦までにＪＡＦ発給の国内競技運転者許可証Ｂ級以上を取得していない者を

追加した。

４　２００７年ＪＡＦ中部地域クラブ協議会共通規則（ダートトライアル）の見直しについて

　　北陸シリーズのクラス区分の変更を予定（11月運営委員会に提出・審議）

Ｎ車両部門

クラス０：気筒容積 1600ｃｃ以下の４輪駆動のＮ車両

クラス１：気筒容積 1500ｃｃ以下の２輪駆動のＮ車両

クラス２：気筒容積 1500ｃｃを超える２輪駆動のＮ車両

クラス３：気筒容積 1600ｃｃを超える４輪駆動のＮ車両

ＳＡ・ＳＣ・Ｄ車両部門

２駆：排気量によるクラス区分を行わず、２輪駆動のＳＡ・ＳＣ・Ｄ車両

４駆：排気量によるクラス区分を行わず、４輪駆動のＳＡ・ＳＣ・Ｄ車両

５　２００６年ＪＭＲＣオールスター、西日本フェスティバルについて

(1)　ＪＭＲＣ中部ダートトライアル部会にて、ケータリング（鍋物）サービスを行う。

(2)  参加選手への一部補助については、ＪＭＲＣオールスター出場選手に金５，０００円を選

手権協力金より、応援金として与えることとなった。（全日本選手を除く）

２００６年ＪＭＲＣオールスター:１４０名参加（中部選手２２名）



６　その他

(1)　ＪＭＲＣ中部より、各シリーズ表彰式の模様をＪＭＲＣ中部のホームページに掲載するた

め、写真撮影のお願いがあったとのこと。

(2)　審査委員会グループ会議報告

ア　競技会欠席者については、インフォメーションか公式通知にて、周知すること。

イ　パドック図、見取り図は、必要な場合に周知すること。

ウ　車名変更は、公式通知で周知すること。

エ　レスキュー車両及び救急車両は、別々に用意すること。

(3)  モータースポーツＤＡＹ表彰対象（H19.1/13･14）について

ＪＭＲＣ選手権戦

Ｓ１５００・Ｎ１・Ｓ２・Ｌクラスの３位まで表彰

　 　　 Ｎ２・Ｎ３・Ｎ４・Ｓ１・Ｓ３・Ｄクラスの６位まで表彰　計４８名

(4)  ２００７年 第１回部会 開催日：平成１９年２月４日(日)

　以上


